「パソコン文字通訳における発表者心得」

（１）文字通訳者や利用者が無理なくついていけるスピードで。今回は、皆さんからいただく「詳細原稿」を電子情報の形で、文字通訳者の方々に事前にお渡しして、皆さんの発表の際にご活用いただきますが、それでも早口で話されると、スクリーン上の文字も早く流れ、文字通訳利用者がそのスピードについていけない可能性が高くなります。一般に、音声で聞くよりも、一つ一つ文字を目で追う場合の方が、情報理解に時間がかかります。

（２）発表に際しては、ジェスチャーを伴う「これ」「あれ」等の指示語は避ける。スクリーン上の文字を追っている文字通訳利用者は、例えば、皆さんが「これ」「あれ」と指さす動作を同時に見ることは困難（ないし不可能）なので、指示された対象が何であるかを理解できません。ただし、ジェスチャーを伴わない指示語については、この限りではありません。

（３）肉声からスクリーン上の文字に変換されるまでには、約5秒かかります。特に「詳細原稿」がない質疑応答の際には、それだけのタイムラグがあることを念頭において、やりとりをしてください。（１）の「無理のないスピードで」という点にも、再度、注意してください。

（４）掛け合い（＝2人以上の発言が同時に重なること）は禁物。質疑応答の際は、質問する人、それに答える人の言葉が重ならないよう、少し間を置いてからの応答をお願いします。重なった2人以上の言葉を、同時に文字通訳することはできません。

（５）発言に際しては、自分の名前を名乗る。スクリーン上の文字を追う文字通訳利用者は、声のする方向や場所が分からないので、発言者の特定に窮することが多いです。特に質疑応答に際しては、自明に思えるようでも、「○○です」と自分の名前を名乗ってから、応答や発言を始めてください。
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